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　臨床工学室では、医療機器の専門職である「臨床工学技士」が、患者さんの治療が安全に行われるよ

うサポートしています。臨床工学技士は、医療と機械の両方の知識を持ち、病院で使われるさまざまな

医療機器の操作や点検、管理を行う国家資格の職種です。

　当院の臨床工学室には現在１名の臨床工学技士が所属し、主に人工透析の業務を担当しています。透

析は、腎臓の働きが弱くなった方にとって、体の中の老廃物や余分な水分を取り除くために欠かせない

大切な治療です。臨床工学技士は、透析の準備・開始、治療中の見守り、終了後の対応、透析装置の点

検や部品交換などを行い、安心して透析を受けていただけるよう努めています。

　また、透析以外にも、院内で使われているさまざまな医療機器の点検・管理を行っています。たとえ

ば次のような機器です。

臨床工学室のご紹介

人工呼吸器 透析装置 輸液ポンプ

今岡　慎太郎　

　今年度も5月～9月の5ヶ月にわたり鳥取大学医学科6年生の臨床実習を行いました。今回はこれまで

の実習生2名の感想を掲載しますのでぜひご覧下さい。皆さん医師として一歩を踏み出すための基礎に

なる貴重な実習時間を過ごすことができたと思います。当講座からも住民の皆様、病院スタッフの皆様

に厚く御礼申し上げます。

鳥取大学医学部医学　高橋大樹

　１ヶ月間、日野病院で実習をさせていただき、主に病棟に入院されている患者様と関わりました。

診察はもちろん、どのように患者様とコミュニケーションをとるか肌で学び、また、患者様の治療

や退院のために、医師以外に、看護師さんや理学・作業療法士さん方をはじめ、多くの職種の方々

が関わり、綿密に連携をとっていることを眼で見て学ぶことができました。今後医師として働くた

めに、非常に貴重な経験になりました。大変お世話になりました。

鳥取大学医学部医学科6年　萩原大護

　１か月間の実習で大変お世話になりました。病棟での業務だけでなく、コメディカルの仕事や退

院後の地域連携など大学病院では触れることのなかった仕事を見ることができました。仕事中であ

っても質問に丁寧に答えてくださった先生、スタッフさん、そしてたくさんお話をさせてくださっ

た患者さんには感謝の気持ちでいっぱいです。今回の実習で学んだこと、感じたことをしっかりと

活かしていきたいと思います。ありがとうございました。

地域医療総合教育研修センターだより

実習の最後に行った成果発表会の様子です

・人工呼吸器…自分で呼吸することが難しい方の呼吸を助ける装置

・シリンジポンプ、輸液ポンプ…薬や水分を、正確な量で送り続ける機械

・除細動器…心臓がけいれんしたときに、電気ショックで正常な動きへ戻す装置

・ペースメーカー…不整脈のある方の心臓のリズムを整えるための装置

　これらの機器はどれも、患者さんの命を支える大切なものです。臨床工学室では、いつでも安全に使

えるよう、定期点検やメンテナンスを行い、万が一のトラブルを防ぐために日々細かな変化にも気を配

っています。

　臨床工学技士は、普段はあまり目にする機会がないかもしれませんが、「安全な医療を支える縁の下

の力持ち」として、医療現場を支えています。

　これからも、患者さんやご家族が安心して治療を受けられるよう、医療機器の安全管理に力を尽くし

てまいります。


